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， . 緒言

樹木構造を持つ高分子であるデンドリマーは、
放射状の高度分岐構造、単分散高分子、高い末
端官能基密度、球状構造などの特徴を有してお
り、分子を自由に設計できかっ構造を制御でき
る新素材として注目を集めている。 最近、こう
したデンドリマー特有の構造が分子カプセル等
の分子の機能と密接に関係していることが明ら
かになってきた。 従ってデンドリマーの構造を
変化させることにより、その機能を制御できる
と予想される。 一方、 ジスルフィド結合を始め
としたジカルコゲニド結合の酸化還元反応によ
る結合の生成開裂を利用してタンパク質やクラ
ウンエーテル等の構造を変化させ、物性の制御
を行う試みはバイオミメティック化学において
数多く為されているがデンドリマーに応用した
例はない。

今回我々 はデンドリマーの構造を可逆な酸化
還元過程により 変化させ分子カプセル等のデン
ドリマーの機能がどの様に影響を受け変化する
かに注目し、デンドリマーのコアとして、ジス
ルフィド結合←ss→やジセレニド結合←SeSe�)
といったジカルコゲニド結合を持つデンドリマー
ジカルコゲニドの合成について検討したので報
告する。

2.結果と考察

新規な ジカルコゲニド結合をコアに 持ちアル
コキシベンジル基を構成単位とするデンドリマー

酸化することにより、目的のデンドリマー(la)
が得られた (Scheme 1)。
②デンドリマージセレニド(lb)の合成
デンドロン包)をKSeCNと反応さることにより、
デンドロン(3b)を得た。 更に、(3b)をアルカリ処
理することにより、目的のデンドリマー(lb)が
得られた (Scheme 1)。
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ジカルコゲニド結合は酸化還元反応により 容
易に 結合の生成解離を行うことが可能である。
した がって、 デンドリ マー構 造のrON J 
rOFFJが容易に しかも可逆的に 行 えるととが
予想される (Scheme 2)。 今後は、こうしたデ
ンドリマーの構造の可逆的な制御法を確立し、

をConvergent法を用い合成した。 外殻から内 機能性デンドリマーにおける構造変化と機能発
核に向かつて合 成を進めていくConvergent法 現との相関について詳細な検討を行う予定であ
は、コアに様々な化学種を導入するうえ でも利 るo "ON" "OFF" 
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点が多い。
①デンドリマージスルフィド(la)の合成

デンドロン包)をチオ尿素と反応さることによ
り、デンドロン(3a)を得た。 更に、(3a)をヨウ素

x= S， Se， Te Y = SH， SeH etc. 
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